
　あなた又は労働組合に対して、使用者が行った行為について、以下の□にチェックしてみましょう。

　□　労働組合の組合員であること

　□　労働組合に加入したり、労働
　　組合を結成しようとしたこと

　□　正当な組合活動をしたこと

を理由に

　□　解雇した。

　□　配置転換した。

　□　賃金や一時金などで差別的
　　な扱いをした。

　□　その他不利益に取り扱った。

　 労働組合法第７条第１号
　 で禁止された「不利益取
   扱い」
　→　申立書記入例１（Ｐ.２）へ

　

　□　労働組合に加入しないこと

　□　労働組合から脱退すること
を 　□　雇用の条件にした。

 　労働組合法第７条第１号
 　で禁止された「黄犬契約」
　→　☆

　□　正当な理由なく拒否した。

　□　交渉には応じたが、誠実
　　に対応していない。

   労働組合法第７条第２号
   で禁止された「団体交渉
   の拒否」
　→　申立書記入例２（Ｐ.５）へ

　□　労働組合を結成する（した）
　　こと

　□　労働組合を運営すること

に対して

　以下のような支配・介入をした。

　□　組合の結成を妨害した。

　□　組合活動の中心人物を解雇
　　・配置転換した。

　□　組合員に脱退を働きかけた。

　□　組合の活動を非難する発言
　　をした。

　□　会社の施設利用にあたり
　　制限をした。

　□　別組合員や組合員でない人
　　と異なる不利な取扱いをした。
　
　□　組合に対して、その他の
　　介入的行為をした。

　 労働組合法第７条第３号
　 で禁止された「支配介入」
　→　申立書記入例３（Ｐ.８）へ

　□　労働組合の運営に要する費用に対して援助を与えた。
　 労働組合法第７条第３号
　 で禁止された「経費援助」
　→　☆

　□　労働委員会に不当労働行為救
　　済の申立てをしたこと

　□　不当労働行為の命令について
　　再審査申立てをしたこと

　□　労働委員会が行う調査・審問
　　あっせんなどの際に、証拠を提
　　出したり発言したこと

を理由に

　□　解雇した。

　□　配置転換した。

　□　賃金や一時金などで差別的
　　な扱いをした。

　□　その他不利益に取り扱った。

　 労働組合法第７条第４号
　 で禁止された「報復的不
　 利益取扱い」
　→　☆

☆：申立書の記入については、
　　労働委員会事務局審査課に
　　お問い合わせください。

不当労働行為の申立てチェックシート

　□　団体交渉を申し入れたことに対して

あなた又は労働組合が        使  用  者  が 

1 
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《記入例１：労働組合法第７条第 1 号該当（不利益取扱い）》 

                                                     ○○年○○月○○日 

 

京都府労働委員会会長 様  

【 記 載 上 の 注 意 】 代 理 人 に よ る 申 立 て は 認 め ら れ ま せ ん 。 必 ず 申 立 人 本

人 の 名 前 を 記 載 し て く だ さ い 。  

        申 立 人     油小路工業労働組合 

        代 表 者     執行委員長    京 都 太 郎       

                   （個人の場合は氏名を書いてください）   

 

申     立     書  

 

 労働組合法（昭和２４年法律第１７４号）第７条第１号違反につい

て、労働委員会規則（昭和２４年中央労働委員会規則１号）第３２条

により、下記のとおり申し立てます。  

 

                                    記  

 

１  当 事 者  

        所  在  地    京都市上京区下立売通智恵光院東入る 

  申 立 人   名    称      油小路工業労働組合 

        代表者職氏名      執行委員長  京 都 太 郎 

                            （個人の場合は住所、氏名を書いてください） 

                                    （電話 ０７５－１２３－４５６９） 

                所  在  地    京都市上京区下立売通智恵光院東入る 

    被申立人    名    称      油小路工業株式会社 

                代表者職氏名      代表取締役社長  上 京 次 郎 

                            （個人の場合は住所、氏名を書いてください） 

                                    （電話 ０７５－１２３－４５６７） 
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２  請求する救済の内容  

  【記載上の注意】被申立人の不当労働行為がなかった状態に戻すために、被申立人

にどのような行為を求めるかを具体的に記載してください。  

（１）被申立人は、申立人の執行委員長京都太郎に対する○年○月○日付けの解雇

を撤回し、原職に復帰させるとともに解雇の翌日から復帰するまでの間に支払

われるはずであった賃金相当額を支払わなければならない。 

 【記載上の注意】被申立人に文書の掲示を求める場合は、掲示の方法とその文面を

記載してください。 

 （２）被申立人は、縦１メートル、横２メートルの白紙に下記のとおり記載し、会

社本社及び亀岡工場の玄関付近の従業員が見やすい場所に、２週間掲示しなけ

ればならない。 

                  記 

        この度、京都府労働委員会から、当社が○年○月○日付けで貴組合執行委員

長に対して行った解雇は、不当労働行為であると認定されました。 

        ついては、今後このような行為をしないことを誓約します。 

                                                               

        ○年○月○日（掲示の日を記載） 

        油小路工業労働組合 

          執行委員長  京 都 太 郎 様 

                                      油小路工業株式会社 

                                        代表取締役社長  上 京 次 郎 

 

３  不当労働行為を構成する具体的事実  

（１）当事者 

 【記載上の注意】組合結成日、組合員数、上部団体への加入等申立人の状況につい

て記載してください。 

   ア 申立人  

          申立人は、被申立人の従業員で組織する労働組合で○年○月○日結成され、

○年○月現在、組合員は○○○人である。なお、組合は、○年○月○日に、

上部団体である○○○○○○○地区本部に加盟し、現在に至っている。 
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 【記載上の注意】事 業 内 容 、 事 業 所 の 設 置 状 況 、 従 業 員 数 等 被 申 立 人 の 状

況 に つ い て 記 載 し て く だ さ い 。  

 イ 被申立人 

     被申立人は、○年○月○日設立され、京都市に本社を置き亀岡市に工場を

有する工作機械メーカーである。従業員は、○年○月現在、○○○人である。 

 （２）不当労働行為を構成する具体的事実 

 【記載上の注意】労働組合の組合員であること、労働組合に加入したり、労働組合

を結成しようとしたこと、もしくは正当な組合活動をしたことで、被申立人のど

のような行為によって、いつ、どのような不利益を被ったのか、具体的に記載し

てください。  

   ア ○年○月○日、申立人は、○○を要求して団体交渉を行ったが、会社回答

に不満なため、○月○日にストライキを実施した。 

   イ ○年○月○日、被申立人は、申立人の執行委員長京都太郎を遅刻が多く勤

務態度が不良であるとして、同日付けで解雇した。同様の理由で解雇された

例はこれまでなく、被申立人が執行委員長を解雇したのは、ストライキを主

導したからであり、これは正当な組合活動を理由とする不利益取扱いである。 

 

※ 労働組合法第７条第４号に該当するとして申し立てる場合も、この記入例を参考

にしてください。 
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《記入例２：労働組合法第７条第２号該当（団体交渉の拒否）》  

                                                    ○○年○○月○○日 

 

京都府労働委員会会長 様  

【 記 載 上 の 注 意 】 代 理 人 に よ る 申 立 て は 認 め ら れ ま せ ん 。 必 ず 申 立 人 本

人 の 名 前 を 記 載 し て く だ さ い 。  

        申 立 人     油小路工業労働組合 

        代 表 者     執行委員長    京 都 太 郎       

                   （個人の場合は氏名を書いてください）   

 

申     立     書  

 

 労働組合法（昭和２４年法律第１７４号）第７条第２号違反につい

て、労働委員会規則（昭和２４年中央労働委員会規則１号）第３２条

により、下記のとおり申し立てます。  

 

                                    記  

 

１  当 事 者  

        所  在  地    京都市上京区下立売通智恵光院東入る 

  申 立 人   名    称      油小路工業労働組合 

        代表者職氏名      執行委員長  京 都 太 郎 

                            （個人の場合は住所、氏名を書いてください） 

                                    （電話 ０７５－１２３－４５６９） 

                所  在  地    京都市上京区下立売通智恵光院東入る 

    被申立人    名    称      油小路工業株式会社 

                代表者職氏名      代表取締役社長  上 京 次 郎 

                            （個人の場合は住所、氏名を書いてください） 

                                    （電話 ０７５－１２３－４５６７） 
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２  請求する救済の内容  

  【 記 載 上 の 注 意 】「団体交渉に応じること」又は「団体交渉に誠実に対応するこ

と」について具体的に記載してください。  

（１）被申立人は、申立人が○年○月○日付けで申し入れた「人事考課制度の改正」

に関する団体交渉に応じなければならない。 

 【 記 載 上 の 注 意 】 被申立人に文書の掲示を求める場合は、掲示の方法とその文面

を記載してください。 

 （２）被申立人は、縦１メートル、横２メートルの白紙に下記のとおり記載し、会

社本社及び亀岡工場の玄関付近の従業員が見やすい場所に、２週間掲示しなけ

ればならない。 

                  記 

        この度、京都府労働委員会から、当社が、貴組合が○年○月○日に申し入れ

た「人事考課制度の改正」に関する団体交渉に応じなかったことは、不当労働

行為であると認定されました。 

        ついては、今後このような行為をしないことを誓約します。 

                                                               

        ○年○月○日（掲示の日を記載） 

        油小路工業労働組合 

          執行委員長  京 都 太 郎 様 

                                      油小路工業株式会社 

                                        代表取締役社長  上 京 次 郎 

 

３  不当労働行為を構成する具体的事実  

 （１）当事者 

 【 記 載 上 の 注 意 】 組合結成日、組合員数、上部団体への加入等申立人の状況につ

いて記載してください。 

   ア 申立人  

          申立人は、被申立人の従業員で組織する労働組合で○年○月○日結成され、

○年○月現在、組合員は○○○人である。なお、組合は、○年○月○日に、

上部団体である○○○○○○○地区本部に加盟し、現在に至っている。 
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 【 記 載 上 の 注 意 】 事 業 内 容 、 事 業 所 の 設 置 状 況 、 従 業 員 数 等 被 申 立 人 の

状 況 に つ い て 記 載 し て く だ さ い 。  

 イ 被申立人 

     被申立人は、○年○月○日設立され、京都市に本社を置き亀岡市に工場を

有する工作機械メーカーである。従業員は、○年○月現在、○○○人である。 

 （２）不当労働行為を構成する具体的事実 

【 記 載 上 の 注 意 】団体交渉を申し入れた年月日、交渉事項、被申立人が団体交渉

を拒否した年月日及び応じないとするその理由、あるいは不誠実であると考える

被申立人の団体交渉における対応について、具体的に記載してください。また、

団体交渉申入れに至る経過等についても適宜記載してください。  

   ア ○年○月○日、被申立人は、申立人に人事考課制度を改正し能力給とする

こと、改正後の制度について翌年から試行したい旨を通告した。 

   イ 申立人は、被申立人に対し、同年○月○日、人事考課制度の改正について、

上部団体○○○○○○○地区本部が同席する団体交渉を申し入れたところ、

被申立人の○○部長は「上部団体の出席する団体交渉には応じられない」と

して団体交渉を拒否した。以後数回にわたる申立人の団体交渉申入れにもか

かわらず、被申立人は団体交渉に応じていない。 

     上部団体の出席を理由に被申立人が団体交渉に応じないことは、正当な理

由のない団体交渉拒否である。 
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《記入例３：労働組合法第７条第３号該当（支配介入）》 

                                                    ○○年○○月○○日 

 

京都府労働委員会会長 様  

【 記 載 上 の 注 意 】 代 理 人 に よ る 申 立 て は 認 め ら れ ま せ ん 。 必 ず 申 立 人 本

人 の 名 前 を 記 載 し て く だ さ い 。  

        申 立 人     油小路工業労働組合 

        代 表 者     執行委員長    京 都 太 郎        

                   （個人の場合は氏名を書いてください）   

 

申     立     書  

 

 労働組合法（昭和２４年法律第１７４号）第７条第３号違反につい

て、労働委員会規則（昭和２４年中央労働委員会規則１号）第３２条

により、下記のとおり申し立てます。  

 

                                    記  

 

１  当 事 者  

        所  在  地    京都市上京区下立売通智恵光院東入る 

  申 立 人   名    称      油小路工業労働組合 

        代表者職氏名      執行委員長  京 都 太 郎 

                            （個人の場合は住所、氏名を書いてください） 

                                    （電話 ０７５－１２３－４５６９） 

                所  在  地    京都市上京区下立売通智恵光院東入る 

    被申立人    名    称      油小路工業株式会社 

                代表者職氏名      代表取締役社長  上 京 次 郎 

                            （個人の場合は住所、氏名を書いてください） 

                                    （電話 ０７５－１２３－４５６７） 
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２  請求する救済の内容  

  【 記 載 上 の 注 意 】被申立人の不当労働行為がなかった状態に戻すために、被申立

人にどのような行為を求めるかを具体的に記載してください。  

（１）被申立人は、申立人の組合員に対する組合脱退の勧奨により申立人の運営に

支配介入してはならない。 

 【 記 載 上 の 注 意 】 被申立人に文書の掲示を求める場合は、掲示の方法とその文面

を記載してください。 

 （２）被申立人は、縦１メートル、横２メートルの白紙に下記のとおり記載し、会

社本社及び亀岡工場の玄関付近の従業員が見やすい場所に、２週間掲示しなけ

ればならない。 

                  記 

        この度、京都府労働委員会から、当社の管理職が○年○月○日に貴組合員に

対して行った発言は、不当労働行為であると認定されました。 

        ついては、今後このような行為をしないことを誓約します。 

                                                              

        ○年○月○日（掲示の日を記載） 

        油小路工業労働組合 

          執行委員長  京 都 太 郎 様 

                                      油小路工業株式会社 

                                        代表取締役社長  上 京 次 郎 

 

３  不当労働行為を構成する具体的事実  

 （１）当事者 

 【 記 載 上 の 注 意 】 組合結成日、組合員数、上部団体への加入等申立人の状況につ

いて記載してください。 

   ア 申立人  

          申立人は、被申立人の従業員で組織する労働組合で○年○月○日結成され、

○年○月現在、組合員は○○○人である。なお、組合は、○年○月○日に、

上部団体である○○○○○○○地区本部に加盟し、現在に至っている。 
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 【 記 載 上 の 注 意 】 事 業 内 容 、 事 業 所 の 設 置 状 況 、 従 業 員 数 等 被 申 立 人 の

状 況 に つ い て 記 載 し て く だ さ い 。  

 イ 被申立人 

     被申立人は、○年○月○日設立され、京都市に本社を置き亀岡市に工場を

有する工作機械メーカーである。従業員は、○年○月現在、○○○人である。 

 （２）不当労働行為を構成する具体的事実 

 【 記 載 上 の 注 意 】 いつ、どこで、だれが、だれに対し、どのようなことを行った

のか、労働組合の結成や運営に被申立人が支配介入したとする事実を具体的に記

載してください。  

   ア ○年○月○日、被申立人の代表取締役社長○○○○が退任し、新社長とし

て副社長上京次郎が就任した。副社長上京次郎は、日頃から組合に対し批判

的発言を行っていた。 

   イ さらに、被申立人は、○年○月○日、○○部長が中心となり○○部長、○

○課長らが知合いである申立人の組合員十数名を喫茶店に呼び出し、組合を

批判する発言を行った。その結果、同年○月○日～○月末までの間に組合員

１０名が脱退した。このような○○部長らの組合員に対する発言は、組合か

らの脱退を勧奨するもので、組合運営に対する支配介入である。 

   

 

 

  

 

 


	新しいしおり

